
情報誌こうのす「郷土文化シリーズ」
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誰もが知っていて
実はよく分からない

狛犬の世界

　狛犬は、通常は右の像が口を開け、左の像は口を閉じて
阿吽になっている。本来は、口を開けている阿像が獅子、口
を閉じている吽像が狛犬と呼ばれる。狛犬は、元は頭の上
に角を持つ造形であったが、年月と共に角が省略される表
現になった。一方で獅子という呼び名はあまり使われなくな
り、2 体とも狛犬と呼ばれるようになった。

番号 名称 地区
₁,₂ 氷川神社 大芦

₃ 伊奈利神社 榎戸
₄ 山神社 北新宿
₅ 吹上神社 吹上本町
₆ 八幡神社 鎌塚
₇ 西福寺 袋
₈ 赤城神社 赤城
₉ 久伊豆神社 北根
10 鷺栖神社 広田
11 天満宮 境
12 久伊豆神社 屈巣
13 八幡神社 市ノ縄
14 八幡神社 安養寺
15 宮登神社 宮前
16 鴻神社 本宮町

17,18 法要時 本町
19 生出塚神社 天神
20 勝願寺 本町
21 八幡神社 人形町

22,23 氷川神社 滝馬室
24 愛宕神社 原馬室
25 野宮神社 原馬室
26 久伊豆神社 郷地
27 久伊豆神社 笠原
28 氷川神社 上谷
29 氷川神社 下谷

　狛犬は、かつては木造が主流で、建物内に置かれること
が多かった。これを神殿狛犬と言う。一方、江戸時代後半
になって参道に置かれる石製の狛犬が多く作られるように
なった。これが参道狛犬である。

場　所：久伊豆神社（郷地）
製作者：清水群學
製作年：大正6年（1917）
材　質：凝灰岩

場　所：西福寺（袋）／製作年：宝永7年（1710））／材　質：寄木造（ケヤキ）

場　所：生出塚神社（天神）
製作者：伊藤群鴻
製作年：大正10年（1921）
材　質：安山岩

やや中腰になる座り型と筋肉質な前脚が特徴
的。

鴻巣市内最古・唯一の神殿狛犬。木造で表面は胡粉等が塗布される。阿吽が左右逆になる。
対であるが、髪型、胸板厚さや脚の太さ、座り姿勢等に違いがある。通常は非公開である。

伊藤群鴻の作品としては市内最古。啊像が
毬、呍蔵が子獅子に前脚を置く。

場　所：氷川神社（滝馬室）
製作年：天保11年（1840）
材　質：安山岩

場　所：伊奈利神社（榎戸）
製作年：明治23年（1890）
材　質：安山岩

石像としては市内最古。犬に似た造形が愛らし
い。

市内唯一の明治の狛犬。破損が激しく、台座に
下半身と前足の一部が残る。

　狛犬と言えば、誰もが神社の参道で参拝者を迎える、石で
作られた１対の神獣を思い浮かべるだろう。狛犬は、西アジア
の１対のライオン像がその起源とされ、ユーラシア大陸を経て
日本に伝わる間に、各地の習俗を採り入れて、今の形になっ
たと言われる。神社の狛犬をよく見ると、同じ形の狛犬は２つ
と無く、精悍な顔つきの像から戯けた表情の像まで様々であ
る。今回は、鴻巣市内の狛犬たちについて紹介する。

　狛犬は全ての神社に必ずあるものではない。また、神社以
外の寺院に設置されることもある。鴻巣市内では、50社を
越える神社があるが、狛犬があるのは、そのうち24社である。
また、いくつかの寺院にも狛犬がある。今回は、神社を中心に
29対57体の狛犬を紹介する。このうち、1対2体が木造、残る
28対55体は石造である。大部分が大正～昭和前半にかけ
ての作品であるが、江戸時代や明治時代に遡る狛犬や最近
になって設置された狛犬もある。明治以前の狛犬は、ただ
座っているだけの像が多いが、大正以降では子獅子が居るも
のや、毬を持つものが多くなり、全体的に装飾も華美になる傾
向がある。また、大正以降の狛犬では、製作者の名前が彫ら
れているものも多い。

鴻巣市内には、江戸時代の神殿狛犬と参道狛犬が各1対、明治時代の参道
狛犬が１対ある。このうち、神殿狛犬は、鴻巣市の指定文化財である。

大正～昭和の狛犬は、その多くに製作者（石工）の名が刻
まれている。製作者別に作品の変遷を眺めてみたい。

◆群の名を持つ石工たち
　清水群學、伊藤群鴻、柿沼群保、柿沼群鳳という、いずれも名前に「群」の字を持つ石工たちがいる。作品数も多く、今回紹介する狛犬の約半数を占
める。このうち、伊藤群鴻は伊藤石材・鴻巣石材、柿沼群保・柿沼群鳳は柿沼石材の先祖にあたる。柿沼石材によれば、柿沼群保と柿沼群鳳は同一人
物（柿沼繁蔵）の可能性が高いという。柿沼石材には、奉納されなかった柿沼繁蔵作の狛犬１対が非常に良好な状態で保管されている。清水群學に
ついては、詳細が不明であるが、群の字を持つことは偶然とは考えにくく、伊藤群鴻、柿沼群保、柿沼群鳳と何らかの関係を持つ石工であろう。

江戸時代～明治時代

大正～昭和 －石工の活躍－

狛犬と獅子 鴻巣市内の狛犬

神殿狛犬と参道狛犬
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場　所：久伊豆神社（笠原）
製作者：清水群學
製作年：大正7年（1918）
材　質：安山岩

両方とも獅子に前脚を乗せる。

２７

１９

場　所：勝願寺（本町）
製作者：伊藤群鴻
製作年：大正14年（1925）
材　質：安山岩

前脚を子獅子に置いているようで置いていな
い吽像に注目。
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背面から見ると、座り方の違いがよく分かる。
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場　所：鴻神社（本宮町）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和3年（1928）
材　質：安山岩

直線的なデザインが特徴的である。

１６

場　所：赤城神社（赤城）
製作者：不明
製作年：大正11年（1922）
材　質：不明

華美な装飾が無く、子獅子も毬も無いシンプル
なデザインの作品。

8

場　所：天満宮（境）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和9年（1934）
材　質：安山岩

欠損しているが、呍像の足下には子獅子が居た
と思われる。

１１

場　所：八幡神社（人形町）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和3年（1928）
材　質：安山岩

同年製作の鴻神社の像に似ている。

２１

場　所：久伊豆神社（屈巣）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和15年（1940）
材　質：花崗岩

伊藤群鴻の中ではデザインの異なる作品

１２

場　所：氷川神社（下谷）
製作者：原田石材
製作年：平成18年（2006）
材　質：花崗岩

大きく見開かれた眼が特徴的。

２９

場　所：久伊豆神社（北根）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和16年（1941）
材　質：安山岩

阿吽や子獅子と毬の組合せが一連の作品とは
逆になっている。

９

場　所：氷川神社（滝馬室）
製作者：柿沼群保
製作年：昭和9年（1934）
材　質：安山岩

吽像の前脚にじゃれつく子獅子が愛らしい。

２３

場　所：愛宕神社（原馬室）
製作者：柿沼群鳳
製作年：昭和14年（1917）
材　質：安山岩

中腰になる造形は、どことなく久伊豆神社（郷
地）に似ている。

２4

場　所：野宮神社（原馬室）
製作者：柿沼群保
製作年：昭和11年（1936）
材　質：安山岩

氷川神社（滝馬室）と比べると、こちらは子獅
子がお行儀良く座っている。

２5

場　所：八幡神社（鎌塚）
製作者：柿沼群凰
製作年：昭和16年（1941）
材　質：安山岩

子獅子が身構えていて、親がそれを押さえてい
るようにも見える。

６

場　所：山神社（北新宿）
製作者：不明
製作年：平成27年（2015）
材　質：花崗岩

市内最新の狛犬。

4

場　所：宮登神社（宮前）
製作者：柿沼群鳳
製作年：昭和27年（1952）
材　質：安山岩

群の名を持つ石工では最後の作品。子獅子と
毬の組合せが逆になる。

１5

大正～昭和 －石工の活躍－

道具の進歩により、より硬い石材でも加工できるようになった。表面の仕上げも滑らかである。平 成

場　所：鷺栖神社（広田）
製作者：石川意至
製作年：大正7年（1918）
材　質：安山岩

直線的な顎の作りが特徴的。両方とも子獅子
で、吽像の子獅子は暴れているように見える。

１０

石川意至：加須市を中心に作品が残る石工。
鴻巣市内では川里地区に１対が残る。

場　所：氷川神社（上谷）
製作者：伊藤三郎
製作年：昭和26年（1951）
材　質：安山岩 透かし彫りのような毬の細工が素晴らしい。

２8

伊藤三郎：風化が激しく、伊藤のみ判読でき
たが、こうのとり大学の調査で伊藤三郎と判
読されている。

場　所：八幡神社（安養寺）
製作者：秋谷石店（秋谷波吉）
製作年：昭和4年（1929）
材　質：安山岩 両方とも子獅子が組み合わされるが、親子で阿吽が逆になる。

１4

秋谷波吉：石像には秋谷石店とあるが、制作時期等か
ら秋谷波吉とわかる。狛犬のほか、石灯籠等が市内各所
に残る。埼玉県を代表する詩人、秋谷 豊の実父である。

場　所：吹上神社（吹上本町）
製作者：富田 章
製作年：昭和38年（1963）
材　質：花崗岩 動きは静かだが、大きく口を開いた阿像に圧倒される。

5

富田 章：小鹿野町の石工である。現在、同
地区には富田石材店があるので、その関係者
と思われるが、詳細は確認できなかった。

場　所：氷川神社（大芦）
製作者：中村石材店
製作年：昭和15年（1940）
材　質：花崗岩 全体的に筋肉質な体の表現が特徴的。

２

中村石材店：熊谷市上熊谷の国道407号沿
いにあった石材店である。吹上地区に１対が
確認できる。

大正～昭和 －石工の活躍－
　　「群」の名を持つ石工の他にも、５名の石工の作品が各1対確認できる。また、石工の名前が確認できない狛犬１対も本項に含めて紹介する。
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